
大西(四) 空き家空き地の活用を促すために、情

報（活用できる場所・活用したい人・

活用してる事例）の窓口となって、場

所と人の橋渡しをし、それぞれの活用

プロジェクトを後押ししていく役割

榊原(二) めじろ台居住者は、個人の役割は実直に実

行していますが、町会でどのように動くの

か？協議会でどのように動くのか？明確に

なっていないので活動が広がっていかない

現状です。個から集団への広げ方を明確に

していく必要があります。

大石(四)
過去のアンケート結果から見える「空

き地空き家がもたらす心配事」を中心

に課題を再度整理し、解決事例（予防

策を含む）をまとめて提案する

斧林(四)
テーマが膨大になるので、

できることに注力

千明(三) 他の班でやっていることを踏まえ

た情報提供などではなく、

空き地自体をどのようにするかと

いう総論的な提案もよいが。

東
広報的な意味で情

報をまとめる（ベ

ンチ） 中村（一） 街全体で空き家・空き地を把

握しておく必要がある

空き家・空き地の管理などの

活動が出てくることも想定さ

れるので、そのような活動
小林

全体会では3・５に出ている。ベンチ
についてはPJをつくり、活動開始。
→候補地の情報を共有化していきたい
。所有者の情報やアプローチなどにつ

いても。

中村（四）

【時系列的な理解】

アンケートででた空き家空き地について、なんとかしなければ

→空き家空き地の活用について、事例をまとめる
→やりやすいものとして、まちなかベンチ

2班で出た空き家のデータベース作り案
活用したいと思った場所が売買されるケースが

→貸す気も売る気もないものが残っているので、オーナーを口説く材料が必要

２丁目で活用したいと思っていた場所を、役所を通じてオーナーに連絡したが、すで

に建替え

金子
事例の紹介をするためには何

かしらの事例が必要なので、

具体的に取り掛かる必要があ

るが、この班で行うことであ

るか。

李 今できることとして、空き

家の情報収集や活用事例な

どPRすることが最初のタス
ク

風間
・空き家・空き地活用のアイデアの窓

口になる：活用事例・流通していない

物件に対してコンサルティングできる

。

安藤

窓口などは負担大、誰が担うのか。

世代交代をどのように担保するか。

中川
議論の再整理：

議論が成果に結びついてい

ないジレンマ

小林

（東大） 誰に対して活動するか：持

ち主・活用する人・将来住

むであろう若い世代

深井 他の班でやりたいこと

を、どこでできるかな

どの情報提供

活用した時に情報共有

まとめ
活用事例情報収集／

情報共有

方法

モデルケース：どこを敷地に

するか？

（寄宿舎のスタディ案：コロ

ナ前に大月研でやっていた）

課題 協議会として、

活用したい人の窓口になるのか、

自らアクティビティをやっていく

のか、

方針を考える

ゴミ集積所跡地→空間活
用できないか

ベンチには使えな

そうだけど、協力

してくれそうな人

がいる

事例収集・広報的なもの 空き家・空き地

空き家・空き地がもたら

す心配事

空き家問題

→真正面からいくと危険
自治体・専門組織から行

った方がよい近所で直接やるとトラブルの種

予防

松本さん

空き家対策３つ

管理

利活用

セミナー

情報をまとめる

場所に則した具体

的な提案（モデル

ケース）

実現するためには？

制度上のハードル考える

ベンチ活動

大西 斧林？

さまざまなアイデア

3班で作成

流通に乗らない空き家

できること ベンチ置ける場所

空き家空き地

活用案

ゴミ集積所跡地

まとめる

高齢者の

買い物ルート

ベンチは置けないけど

協力的な人

キッカ
ケとし

て

空間ポテンシャル

広報資料作り 問い合わせ先

利用した高齢者が

自分でもおきたくなる？

メーリングリスト

で展開など

実態は？

チームで歩いてみる

この班（空き家・空き地・住宅問題）が

協議会全体の中で担う役割とは？

情報の再整理

空き地空き家情報を誰が更新していく

のか?ここをしっかり決めていく必要
があると思います。

事例をまとめていく、発信

していくことが最初のステ

ップ・空き家・空き地の活用の情報発信：

どこでどのように活用されているのか

、イベントがあるのか、外の人へのア

ピールも踏まえて、外部のメンバーが

SNSなどでできるのでは

風間

空き家を活用することにな

ったら、協議会全体として

動かなければ難しい

李
活用段階では全体で再度話し合い

抽象的な話だけではなく形

にしていくことで目にみえ

るようにする

ケーススタディとして具体

的に考えてみる（活用事例

を参照して）

提案の中には他班に関係あるものも含まれると

思いますが、実施手前までであれば、独自に活

動しても問題ないと思います。

立ち位置の整理、振り返り

大石(四)

安藤
※協議会で何でもかんでもやろう

としない

ざまざまなことをやろうとした場

合、法人としてやる必要がある。

町会ベースでは負担大。

大きなことは協議会で

は手に余るので、自治

体にしっかりやっても

らうように働きかける

東大チームなど継続して担い手がいる

仕組みづくり

何かあった時に相談する仕組みなど

持ち主：資産の魅力的な活

用事例を提示
活用する人：使い方、運用

方法などを専門家に聞く

将来住みたい人：情報を手

にとれるようにする（情報

公開システムをつくる）

活用する上ではオーナーを

口説く点が課題になる

情報の共有方法案

・モデルケースで活

用事例考える

（現地で）

各班のつなぎ役として

情報整理

活用事例の整理

→場所の提案

誰かの家が空き家になった

場合といった形で考える
終活で出てきたお宅

GOAL：

短期的目標：

中期的目標：

長期的目標：

次までにやること：

出席者：斧林(4)、大西(4)、大石(4)、榊原(2)、天野(山梨中央銀行)、千明(3)

20210926協議会
ファシリテータ―：深井先生

記録：風間、金子、西山

では，どこでどんなモデルを？

空き家・空き地の

定量的な把握が

必要（李）

活用に困っている方の

調査やヒアリング

中間MTGまとめ



めじろ台全体で活用できる場が、一目

でわかるようなマップはあった方がい

いと思う。少なくとも、班内で資源情

報の共有をするツールとしては最適か

と思う。町会保管の空き家空き地マッ

プとは別物がよい。

使用する目的を明確にする必要があり

ます。商用で使用するのか？コミュニ

ティ活動で使用するのか？空き家の害

獣、害虫対策等の町会内の安心安全の

ために使用するのか？明確に決めてい

く必要があります。

空き地空き家については、めじろ

台町内における実情について共通

認識を形成する必要があり、その

過程で集約・整理されたものが自

然に作成されると思います。

空き家・空き地で

はなく活用事例の

マップは必要

場所に則した提案。

広報的な意味で、どこ

で何をしている／何が

あるかの情報をまとめ

る

把握するためにマップは必要（デ

ジタルデータではなく、白地図に

メモするなどで更新）

利用のマップについてはオンライ

ンでも構わないのでは。

ベンチ設置マップも作っていきたい

（北野の事例）

データベースを作ったが、公

開してしまったことがあった

→データベース化の懸念

空き家・空き地マップの必要性

・地域資源をみえる化

・広報的に事例の紹介

情報管理の観点からは急ぐ必要も

ないとは思う。

【今泉台では、空き家マップのセキュリテ

ィ】

電子データは理事長一人で管理（A0サイ
ズほど）。必要があれば閲覧して活用

毎年5、6個作成して、ナンバリング管理
１−７丁目まで、7名が1つずつまとめる形

で作成

活用事例が蓄積されて

きたら必要になるので

は

まずは事例

空き家・空き地マップ：やってい

ること／やったことマップ

マップ作り（目に見える成果）は

モチベーションにつながる／さま

ざまな人への興味に繋がる
データベースは町

会でやっているの

であれば必要ない

空き家・空き地マップ：各町会で

空き家・空き地マップ：町

会ごとに温度差？がるよう

に見受けられる

・一歩目はイベントと

して作る→地域の情報
をまとめたマップ（現

地で？）

マップ：どのように作っていくか？

大西 榊原

大石

斧林

千明

東

中村（一）

小林

中村（四）

金子

李

風間

安藤

中川

小林

（東大）

深井

まとめ

方法

課題

空家空地マップは、はたして必要なのか?

必要では

出来上がっている町会は良

いが、できあがっていない

町会については、作成補助

安藤

町会の地図

マップにこだわらない方が

良いと思います。

空きスペース活用を目的とし

たマップについては、（催事

実施者ではなく）マップ作製

・維持者のモチベーションが

良く見えません。

めじろ台での活用事

例マップ：これから

事例作りとともに

小林

（東大）

他地域での成功事例マ

ップ：どのような地域

でどのようなことがさ

れているか

小林

（東大）

地域資源図を作ってみ

ることには意味がある

：空き地・利活用でき

るお宅など

中川

広報的な意味で、どこ

で何をしている／何が

あるかの情報をまとめ

る

東

１丁目にある既存のデータが不十分だ

が、町会で更新していくのは労力的に

難しいのでは→協議会で作ったマップ
を確認してもらうなどの体制

中村（一）

空き家・空き地マップは目的ではなく手段

負担のない形で、「◯◯をやりたい」という発案に対し

て、特定の場所を提案して、オーナーへの連絡の手助け

。

作成するメリットは、不動産取引に出ていないものをみ

える化できる。

負担にならない程度で作成はできれば良いと思う。

李

４丁目：居住者・空き家・空き地を毎年更

新、入会・退会を把握しているはずだが、

漏れがあるかも

３丁目：山宮さんが作成したものが正確？

町会というよりは協議会としてやった。駐

車場、空き家の管理頻度などまで。

→労力がかかりすぎていた
個人に頼らないでできるよ

うな仕組みが必要では？

・白地図を貼っておい

て書き込んでもらうな

ど（オンラインで）

・集まってやる

・必要が出てきた

ら空き地・空き家

マップまで検討

その他

データベースは不要
地域資源の可視化

は進めたい



空き地・空き家に

関する懸念点

大石

庭の手入れが行き届いていないお宅が

地域の景観を害することがあり、対策

が必要

斧林

空き家空き地の多くは新築が建ったり

と流通ルートにのっていたりする

４丁目 3丁目

千明

１件どうしようもない空き家がある

2丁目

榊原

問題になっているところは2,3件。
→ほったらかしになっている。
→お庭の整理などが必要

現地視察の必要性

4,6班の中長期的な
ゴールは何か？

榊原

空き家空き地があっても魅

力あるまち

斧林

空き家空き地の情報 / 
MAPは町会で把握する必要
がある

千明

空き家・空き地の活用を行

う組織体制を整える

大石

問題を解決する（ほどよい景観を維持

する）ことが目的ではないか。

他班と異なり発展を目指すわけではな

いのではないか。

大石

代替わりしない一定数あるが、

定期的に管理されている

榊原

町会として空き家・空き地

の情報を常に新鮮に保つこ

と、更新していくこと

斧林

問題のある空き家・空き地は

ほとんどない

大西

活用のための事例の提供を

行う

千明

３丁目全体としては大きな問題はない

千明

問題のある空き地は地主と連絡して対

策が必要

斧林

「端正に整った街」

を維持する

榊原

人がいなくなったと思うと、急に家が

朽ちていくことがあり、代替わりして

も管理されるのかということが重要。

榊原

ご近所づきあいがあればゴーストタウ

ン化しない。

→住民ネットワークで、管理されなく
なる物件を減らす必要がある

千明

各物件に対する具体的な提

案や活用方法を提示できる

と良い

大石：短期目標

・共通認識が持てるように

フィールドに出て調査・視

察

大石：短期目標

・フィールドワークに行く場

所の選定. 
物件の情報を事前に集めてリ

スト化し、検討
榊原

多くの敷地には新築が建っている

大石

情報収拾の円滑化を促すフォ

ーマットや活用事例を整理→
各町会へ提供

ここまでが4,6班の役割

天野

空き家・空き地を

活用するための情報提供を行う

空き地空き家の現況

課題解決のため

出来ること

ほか・課題

来月には実施.
コロナの状況を鑑みて

日程は調整

斧林

バラのオープンガーデン

5月いっぱいが見ごろ
※周辺住民への配慮が課題

→2022年5月に実施？

モデルケースでの

空き家空き地活用の議論

どこをモデルケース

として使えるか

大西

実際に活用したこともある

庭先提供できる

空き家

オープン

ガーデン

どの家を使えるか，からスタートする

・オーナーさんの協力が不可欠なため

・間取りなどのそれぞれの事情に強く

依存するため

貸し庭空き地

問題

ある日突然

住まなくなったら荒

れてしまう

荒れた空き地に手入

れをしたい

榊原

住民の庭先などを利用

クリスマス時期の

イルミネーション

町会で手入れできる

ように

大石

空きスペースの活用：

・自治会間の西側の庭

・第二会館のスペース

→パイロットケースとしては活用可能

空き家空き地の利

活用の最終的な目

標は？（大石）

空き家空き地以外に

使える空間

利活用

できそうな空間

千明

・道路にはみ出ている木枝・庭がある

・独居や若年層で手入れが行き渡っていな

い

→お庭の整理が必要
→お庭の手入れが好きな方の
ボランティアを集める？

すでに町会でも枝や草の除

去などの活動を進めている

場合もある（3丁目の事例；
千明）

本格活用には、

図面等も必要となる

空き家見守りビジネ

ス（セコムなど）

手入れが

必要な空間

認識は？

心配事は？

コミュニティビジネス

剪定・管理

空き家・空き地の

定量的な把握が

必要（李）

活用に困っている方の

調査やヒアリング

剪定；

あんしんネットで安

価で

李

めじろ台の

仮想の住宅でTRY

２、３年で１、２軒

出席者：斧林(4)、大西(4)、大石(4)、榊原(2)、天野(山梨中央銀行)、千明(3)

20210926協議会  4+6班
ファシリテータ―：深井

記録：風間、金子、西山

会館前の空間

４丁目に駐車場付き

の建物

短期ゴール

（今できること）

中期ゴール

（すべきこと）

長期ゴール

（目指す姿）

斧林

かつての取り組みのよう

に、「お掃除の日」を設

定してみてはどうか

大西

現地視察やヒアリングを通

して空き家・空き地の実態

調査を行う

中間ミーティングにて、班の役割を以下のようにまとめた

　① 活用事例情報収集/情報共有
　② 活用事例を考えモデルケースをつくる
　③ 各班のつなぎ役として情報整理
➡今日は「モデルケースのための実際の活用」について考える

天野

若い世代が増える中で

「活気ある街」を維持

することが必要

情報収拾

組織体制

を整備

4,6班主催の
活動

情報提供

３丁目も同様のお宅がある

https://miro.com/app/board/o9J_lu0zkxs=/?moveToWidget=3074457364597214370&cot=14
https://miro.com/app/board/o9J_lu0zkxs=/?moveToWidget=3074457364597214370&cot=14

